
【鳴門市行政評価】

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

人件費
正規職員(7,321千円/人) 臨時職員(2,125千円/人) 総人件費 総事業費

0.4 0.0 2,928 3,321

393

繰越額 0 0 0 0 0 0

決算額 0 0 0 0 393

0 0 0

全体予算額 0 0 0 0 469 469

469

補正予算額 0 0 0 0 0 0

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成30年度

当初予算額 0 0 0 0 469

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

繰越予算額 0 0 0

％

今年度の進捗状況 未達成 事業全体の進捗状況 ほぼ計画どおり

（千円）

目標達成率(実績/目標) 66.7 － － －

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

連携事業の参加者数 300 100 － － － 人

2

単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1 市民向け実践講座 1 1 1 1 1 回

指標名 29年度実績 30年度実績 元年度目標 2年度目標 3年度目標

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

30年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

　地域医療を考えるシンポジウムとしてパネルディスカッションの開催を、鳴門病院との連携事業
（市民向け実践講座）と合同で実施した。あわせて、健康測定や相談コーナーを設置し、医療を
守るための健康づくりの呼びかけを行った。
　また、鳴門市健康づくりの推進と地域の医療を守り育む条例推進のため、協議体として関係機
関からなる推進協議会及び庁内関係課で構成された庁内推進会議を発足した。

事業実施手法

3年度 単位

連携事業の参加者数 150 150 150 150 150 人

事業
計画

30年度に何を
計画していたか

　条例の目的や市民・医療機関・行政の果たすべき役割、鳴門市の地域医療の現状
等について、地域医療を考えるシンポジウムと鳴門病院との連携事業（市民向け実践
講座）を合同で開催し、広く周知・啓発を行う。

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 29年度 30年度 元年度 2年度

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか

　市民、医療機関等

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

　鳴門市健康づくりの推進と地域の医療を守り育む条例の推進により、市民が医療は
限りある資源であることを認識し、健康づくりに努める。また、安心して医療を受けられ
る地域医療体制を維持するため、市民、医療機関及び市それぞれの立場で取り組
む。

年度
　　　(小項目) 保健・医療

施策 7 健康・医療対策の推進 終
期基本事業 4

政策(中項目) 1 ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

事業
期間

開
始

22

医療の充実

総合計画体系 根拠法令
計画など

鳴門市健康づくりの推進と地域
の医療を育む条例基本政策(大項目) 2 ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり

令和元年度事務事業評価シート（平成30年度実績）
59

事務事業名 地域医療連携強化事業
担当
部署

健康福祉部　健康増進課

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他

個人 世帯 団体 その他 内部管理個人 世帯 団体 その他 内部管理



【鳴門市行政評価】

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容

Ｒ1年度

　条例の推進については、広報等での特集コラムの掲載や、出前講座等にてより広く市民に周知す
る。また、医療・保健・福祉・介護等関係団体の代表者、市民委員等で構成する協議会及び市の施
策の検討、連絡・調整を行う庁内推進会議の運営を行う。
　鳴門病院との連携事業（市民向け実践講座）については、テーマや開催時期について協議を行い
継続実施とする。

Ｒ2年度
　R元年度に継続して実施。

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 3

③総合的な評価 B
　地域支援病院である徳島県鳴門病院の現状等について
市民に啓発することは、地域医療を守るために重要であ
り、鳴門市健康づくりの推進と地域の医療を守り育む条例
の啓発とあわせて、引き続き連携して事業に取り組むこと
は有効である。

課題

　鳴門病院との連携事業については、テーマや開催時期によって参加人数にバラつきがあるが、市民
に定着しつつあるので、継続実施が必要と考える。
　条例の推進については、推進協議会、庁内会議、健康なると21推進ワークショップと協議内容につい
て共有しながら進めていく必要がある。

②成果に対
する評価

指標名 連携事業の参加者数
　例年と開催時期を変更したことで、市内でのイベ
ントが複数重なっていたこともあり、目標を下回る参
加者数であった。

目標 150 人

実績 100 人

評価 C:あまり目標を達成できなかった

①活動に対
する評価

有効性 B:概ね有効性があった
　鳴門病院の現状と地域医療の現状をあわせて市民に
知っていただくという目標においては有効な方法であると
考える。

効率性 B:概ね効率的だった
　条例の推進のためのシンポジウムと鳴門病院との連携
事業を合同で行ったことで、テーマに関連性を持たせるこ
とができた。

評価項目 評価値 所見欄

総事業費 3,443 3,321 3,251 3,251 3,251

人件費 2,894 2,928 2,928 2,928 2,928

393 323 323 323

うち一般財源 549 393 323 323 323

【事務事業名：地域医療連携強化事業】

事業費推移

年　　度 29年度決算 30年度決算 元年度 2年度 3年度

事業費 549


